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現地視察ルート 大仙市周辺

①

②

⇒計90分

START/GOAL

資料2

時間 内容 （視察地点選定理由）

13:05～13:20 出発・移動

13:20～13:25 現地視察1

先行試験地
支川丸子川1.2k右岸川表
（注入6年後の状況）

先行試験地の中で注入後の時間が最も経過しており、効果
の確認が容易である。

13:25～13:55 移動

13:55～14:10 現地視察2
試験地B雄物川73.2k左岸川表
(注入1年後の状況)

昨年度、試験前に現地視察を行った地点である。除草剤注
入後1年の状況を委員の先生方に確認いただく。

14:10～14:35 移動・到着 仙北ふれあい文化センター 1
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先行試験
試行対象外→

H22年5月

先⾏試験地2
イタドリ
密生

H21.9/21

H27/11/4

先⾏試験地2 イタドリ
少ない

ﾖﾓｷﾞなど
が繁茂

対照区

イタドリの根茎が
複数あり

先⾏試験地1

イタドリの根
茎無し

地上部が残って
いる個体

H24.5/12

� 平成22年に注入試験を
実施した試験区

� 注入後5年を経過した昨

年調査時にもイタドリ類
の再繁茂はわずかで
あった。

� 注入試験を実施した箇所
ではイタドリの根茎はほ
とんど確認されなかった。

①先行試験地
支川丸子川1.2k右岸川表
（注入後6年の状況）

2

先⾏試験地1

H27/12/22

ﾖﾓｷﾞが繁茂

先⾏試験地1
対照区

先⾏試験地1

H27/12/22 H27/12/22

○試験前(ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ)

○注入後3年目(ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ)

○注入後5年目(ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ)

○試験前(ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ)

○注入後5年目(ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ)

←下流 上流→
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� 平成27年に注入試験を実施した。

� 昨年度注入直後は概ね枯死が確認
された。

� 約1年後の2016年5月に確認したと

ころ、一部個体の再繁茂が認めら
れた。

②試験地B

雄物川73.2k左岸川表
(注入後1年の状況)

3

試験地B模式図

B4
20倍希釈
6月注入

B3
2倍希釈
6月注入

B1
10倍希釈
6月注入

雄物川

B2
10倍希釈
8月注入

73.2k
距離標

B0
注入無

B非
非生育

（イタドリ無）■イタドリ
生育範囲

原液注⼊量
0.09ml/本

原液注⼊量
0.05ml/本

原液注⼊量
0.48ml/本

原液注⼊量
0.05ml/本

※1本あたり原液注入量は試
験区内での平均値

B0地区(対照・注入無)

2016/5/20

撮影

2015/7/27

撮影

2015/6/11

撮影

B1地区(10倍・6月注入)

2015/7/27

撮影

2015/6/11

撮影

2016/5/20

撮影

再繁茂
個体

2015/6/11

撮影

2015/9/29

撮影

B2地区(10倍・8月注入)

2016/5/20

撮影
再繁茂
個体

B3地区(2倍・6月注入)

2015/7/27

撮影

2015/6/11

撮影

注入漏れ
個体

2016/5/20

撮影

再繁茂
個体

B4地区(20倍・6月注入)

2016/5/20

撮影※試験地外に生
育している個体

再繁茂
個体

枯死しきっ
ていない枯死しきっ

ていない

○注入後1ヶ月

○注入前

○注入後1年

2015/6/11

撮影

2015/9/29

撮影

再繁茂個体
2016/5/20撮影


